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Ⅰ

巻　頭　言

　災害大国とも言われる日本は、昔から地震の被害を受けてきました。近年では、

東日本大震災（平成23年）があり、その後も熊本や北海道で震度7を観測する等、

大きな地震が頻発しています。また、近年は地震のみならず、豪雨による災害が

日本各地で発生しています。新潟県内でも令和4年8月に村上市、関川村を中心と

する集中豪雨による水害が発生し、一部地域では上水道の供給が停止し、再開ま

で3週間を要したということもありました。

　災害時に生活用水の確保が困難な場合、湧き水が利用されることがあります。

実際に、中越地震（平成16年）、中越沖地震（平成19年）と二度の地震を経験し

た柏崎市では、震災時に身近にある湧き水が大いに役立ったとの市民の声が聞か

れました。

　当財団は、一般財団法人移行時から環境貢献事業（公益事業）の一環として湧

水調査に取り組んでおります。調査によって得られたデータは、緊急時等におけ

る生活用水確保において重要な役割があると考えています。また、地域に残る湧

水の伝承等を取りまとめることは、その地域の歴史と水のある環境を守ることに

繋がっていくと思っております。

　湧水調査は、これまでに柏崎市、佐渡市、村上市・関川村で行い、小冊子として「柏

崎の湧き水」、「佐渡の湧き水」、「村上・関川の湧き水」の3冊を出版いたしました。

このたび出版する「阿賀の湧き水」は、阿賀町及び地域住民の方々の協力を得て

令和２年度から4年度までの3年間に行った湧水調査の結果を取りまとめたもので

す。

　この小冊子は、阿賀町から観光情報の提供受け、身近にある観光資源も含めて

取りまとめました。是非とも、皆さまから気軽に湧き水のある環境を訪ねていた

だき、自然の中で人知れず湧き出す恵みに触れて頂ければと存じます。
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